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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするこ
とであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための通信チャネル
を確立するための要求である、インターセプトすることと、
　前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある場合、前記モバイルデバイス上
で実行しているオペレーティングシステムの伝送制御プロトコル／インターネットプロト
コル（ＴＣＰ／ＩＰ）スタックに前記要求が到着することを遅延させることと、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記通信
チャネルを確立するための前記要求をリリースすることと、ここにおいて前記トリガリン
グイベントは前記モバイルデバイスがアクティブモードに入ることである、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプトされ
た要求とアグリゲートすること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、前記他
の要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、請求項２に記載の方
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法。
【請求項４】
　ラッパーのための命令を実行することであって、前記実行されたラッパーが、前記第１
のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることを行う、実行すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレーティ
ングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のアプリケーションを、要求が遅延する種類のアプリケーションとして識別す
ること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケーシ
ョンとして識別することと、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを遅延させることと、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のアプリケーションの遅延許容差を判断することと、
　前記判断された遅延許容差に基づいて前記第１のアプリケーションにコールバック関数
を与えることであって、前記コールバック関数が、通信リソースに接続するように前記第
１のアプリケーションに命令する、与えることと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のアプリケーションに関連する第１のタイマーの満了時間を判断することと、
　第２のアプリケーションに関連する許容差と第２のタイマーの満了時間とを判断するこ
とと、
　前記第１のタイマーの前記満了時間と、前記許容差と、前記第２のタイマーの前記満了
時間とに基づいて、前記第２のタイマーを満了させることと、
　前記モバイルデバイスのための通信を行うための前記第１のアプリケーションからの前
記要求と前記第２のアプリケーションからのインターセプトされた要求とをリリースする
ことと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のアプリケーションからデッドラインを受信することと、
　前記デッドラインの前まで前記要求を遅延させることと、
　前記デッドラインより前に前記通信リソースに接続するための前記要求をリリースする
ことと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信チャネルを確立するためのシステムコ
ールを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムのソケットレ
イヤに対して前記要求をリリースすること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記要求を前記リリースすることがどのくらいの頻度で行われるかに関係する間隔につ
いての指示を受信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記間隔が、ネットワーク中のステートフルインターネットプロトコル（ＩＰ）ミドル
ボックスにおけるタイムアウト値よりも小さい、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のために構成されたモバイルデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリであって、実行可能な命令を記憶しており、
オペレーティングシステムを備える、メモリと
を備え、
　前記プロセッサが、
　前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするこ
とであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための通信チャネル
を確立するための要求である、インターセプトすることと、
　前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある場合、前記モバイルデバイス上
で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに前記要求が到着する
ことを遅延させることと、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記通信
チャネルを確立するための前記要求をリリースすることと、ここにおいて前記トリガリン
グイベントは前記モバイルデバイスがアクティブモードに入ることである、
を行うための命令を実行するように構成された、モバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプトされ
た要求とアグリゲートすること
をさらに備える、請求項１５に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記第１のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、前記他
の要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、請求項１６に記載の
モバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記メモリがラッパーをさらに備え、前記プロセッサが、前記ラッパーに対して命令を
実行するようにさらに構成され、前記命令が実行されたとき、前記ラッパーが、前記第１
のアプリケーションからの前記要求をインターセプトするように構成された、請求項１５
に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレーティ
ングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、請求項１８に記載のモバイルデバイス
。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、
　前記第１のアプリケーションを、要求が遅延する種類のアプリケーションとして識別す
ること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、
　アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケーシ
ョンとして識別することと、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを遅延させることと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項２０に記載のモバイルデバ
イス。
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【請求項２２】
　前記プロセッサは、
　前記第１のアプリケーションの遅延許容差を判断することと、
　前記判断された遅延許容差に基づいて前記第１のアプリケーションにコールバック関数
を与えることであって、前記コールバック関数が、前記通信リソースに接続するように前
記第１のアプリケーションに命令する、与えることと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、
　前記第１のアプリケーションに関連する第１のタイマーの満了時間を判断することと、
　第２のアプリケーションに関連する許容差と第２のタイマーの満了時間とを判断するこ
とと、
　前記第１のタイマーの前記満了時間と、前記許容差と、前記第２のタイマーの前記満了
時間とに基づいて、前記第２のタイマーを満了させることと、
　前記モバイルデバイスのための通信を行うための前記第１のアプリケーションからの前
記要求と前記第２のアプリケーションからのインターセプトされた要求とをリリースする
ことと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２４】
　前記プロセッサが、
　前記第１のアプリケーションからデッドラインを受信することと、
　前記デッドラインの前まで前記要求を保留することと、
　前記デッドラインより前に前記通信チャネルを確立するための前記要求をリリースする
ことと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２５】
　前記要求が、通信チャネルを確立するためのシステムコールを備える、請求項１５に記
載のモバイルデバイス。
【請求項２６】
　前記プロセッサが、
　前記トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムのソケットレ
イヤに対して前記要求をリリースすること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２７】
　前記プロセッサは、
　前記要求を前記リリースすることがどのくらいの頻度で行われるかに関係する間隔につ
いての指示を受信すること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載のモバイルデバ
イス。
【請求項２８】
　前記間隔が、ネットワーク中のステートフルインターネットプロトコル（ＩＰ）ミドル
ボックスにおけるタイムアウト値よりも小さい、請求項２７に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管理する
ように構成された装置であって、
　前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするた
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めの手段であって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための通信チ
ャネルを確立するための要求である、インターセプトするための手段と、
　前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある場合、前記モバイルデバイス上
で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに前記要求が到着する
ことを遅延させるための手段と、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記通信
チャネルを確立するための前記要求をリリースするための手段と、ここにおいて前記トリ
ガリングイベントは前記モバイルデバイスがアクティブモードに入ることである、
を備える、装置。
【請求項３０】
　前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプトされ
た要求とアグリゲートするための手段
をさらに備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、前記他
の要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、請求項２９に記載の
装置。
【請求項３２】
　ラッパーを実行するための手段であって、前記実行されたラッパーが、前記第１のアプ
リケーションからの前記要求をインターセプトするように構成された、実行するための手
段
をさらに備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレーティ
ングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１のアプリケーションを、要求が遅延する種類のアプリケーションとして識別す
るための手段
をさらに備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３５】
　アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケーシ
ョンとして識別するための手段と、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを遅延させるための手段と、
をさらに備える、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管理する
ように構成されたコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラムが、
　コンピュータに、前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をイン
ターセプトさせるためのコードであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通
信を行うための通信チャネルを確立するための要求である、インターセプトさせるための
コードと、
　前記コンピュータに、前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある場合、前
記モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタック
に前記要求が到着することを遅延させるためのコードと、
　前記コンピュータに、トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシス
テムに対して前記通信チャネルを確立するための前記要求をリリースさせるためのコード
と、ここにおいて前記トリガリングイベントは前記モバイルデバイスがアクティブモード
に入ることである、
を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その開示の全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１１年３
月１８日に出願された、代理人整理番号第１１１３５４Ｐ１号を有する、Ｇｉａｒｅｔｔ
ａらによる「CONNECTIVITY MANAGEMENT FOR APPLICATIONS ON A USER DEVICE」と題する
米国仮特許出願第６１／４５４，４５７号に対する米国特許法第１１９条（ｅ）項に基づ
く利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレスデバイスに広範囲のアドオンサービスおよび特徴を与えるように動作するア
プリケーションまたはデバイスアプレットが現在利用可能である。たとえば、ワイヤレス
デバイスは、ショッピング、検索、位置特定、運転ナビゲーション、または一連の他の機
能など、付加価値機能を実行するために、デバイスアプレットをダウンロードし、起動す
ることが現在可能である。ネットワークおよびアプリケーションプロバイダは、概して、
追加料金でデバイスユーザにこれらのデバイスアプレットを提供する。したがって、デバ
イスアプレットの使用は、ワイヤレスデバイスの機能性およびユーザビリティを高め得、
デバイス自体では元来利用可能でない特徴および利便性をデバイスユーザに提供する。
【０００３】
　一般に、ワイヤレスデバイスは、いくつかの無線のいずれかを使用して、１つまたは複
数の通信ネットワークとインターフェースする。たとえば、ワイヤレスデバイスは、セル
ラー、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、または他のタイプの無線アクセス技
術を使用して通信を提供する様々な無線を含み得る。したがって、ワイヤレスデバイス上
で実行しているアプリケーションは、通信チャネルを確立するために無線とインターフェ
ースし、チャネルは、適切なネットワークと通信するためにアプリケーションによって使
用される。
【０００４】
　アプリケーションは、デバイスがバックグラウンドモードにあるときでも、通信チャネ
ルを確立するためにワイヤレスデバイス上の無線とインターフェースし続け得る。デバイ
ス上にインストールされたアプリケーションの数が増加するにつれて、デバイスがアクテ
ィブでない間のネットワーク通信の反復確立により、デバイスのバッテリー電力が不必要
に消費され得る。さらに、スマートフォンなどのワイヤレスデバイスの使用が増加するに
つれて、通信チャネルのセットアップに関連するネットワークシグナリングによってデー
タネットワークに過負荷がかかるようになり得る。
【発明の概要】
【０００５】
　ネットワークとモバイルデバイス上で実行しているアプリケーションとの間の接続性を
管理するための方法、システム、およびデバイスについて説明する。一例では、デバイス
上で実行しているアプリケーションからのネットワークアクセスの要求がインターセプト
され得る。たとえば、要求をインターセプトするために、モバイルデバイスのアプリケー
ションとオペレーティングシステムとの間にラッパーが配置され得る。要求をインターセ
プトすると、要求は、オペレーティングシステムの伝送制御プロトコル／インターネット
プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）スタックに到着することを保留され得る。一例では、要求は
、トリガリングイベントが発生したときに、オペレーティングシステムに対してリリース
され得る。要求のキャプチャ、保留、およびリリースは、モバイルデバイスがバックグラ
ウンドモードにあるときに行われ得る。
【０００６】
　一構成では、要求は、モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプト
された要求とアグリゲートされ得る。アプリケーションからの要求のインターセプション
と、他の要求のインターセプションとは、異なる時間に行われ得る。
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【０００７】
　一例では、ラッパーのための命令が実行され得る。実行されたラッパーは、第１のアプ
リケーションからの要求のインターセプションを実行し得る。一構成では、ラッパーは、
モバイルデバイスのアプリケーションレイヤとオペレーティングシステムのソケットレイ
ヤとの間に位置し得る。
【０００８】
　一構成では、第１のアプリケーションは、要求が保留される種類のアプリケーションと
して識別され得る。アプリケーションは、クリティカルアプリケーションまたは非クリテ
ィカルアプリケーションとして識別され得る。非クリティカルアプリケーションからの要
求のみが保留され得る。
【０００９】
　一実施形態では、トリガリングイベントは、タイマーの満了、ディスプレイのステータ
ス変更、マイクロフォンのステータス変更、スピーカーのステータス変更、モバイルデバ
イスの全地球測位システム（ＧＰＳ）センサーのステータス変更、ユニバーサルシリアル
バスポートが使用中であるという指示、モバイルデバイスにオーディオ機器が接続されて
いるという指示、モバイルデバイスにビデオ機器が接続されているという指示、Ｗｉ－Ｆ
ｉタイプのネットワークへの接続が利用可能であるという指示、またはセルラータイプの
ネットワークへの無線接続が開いているという指示のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００１０】
　さらに、一例では、第１のアプリケーションの遅延許容差が判断され得る。さらに、判
断された遅延許容差に基づいて第１のアプリケーションにコールバック関数が与えられ得
る。コールバック関数は、通信リソースに接続するように第１のアプリケーションに命令
し得る。
【００１１】
　一構成では、第１のアプリケーションに関連する第１のタイマーの満了時間が判断され
得る。また、第２のアプリケーションに関連する許容差と第２のタイマーの満了時間とが
判断され得る。第２のタイマーは、第１のタイマーの満了時間と、許容差と、第２のタイ
マーの満了時間とに基づいて満了させられ得る。モバイルデバイスのための通信を行うた
めの第１のアプリケーションからの要求と第２のアプリケーションからのインターセプト
された要求とがリリースされ得る。
【００１２】
　一例では、アプリケーションからデッドラインが受信され得る。要求は、デッドライン
の前まで保留され得る。通信リソースに接続するための要求は、デッドラインより前にリ
リースされ得る。一構成では、要求は、モバイルデバイスのための通信チャネルを確立す
るためのシステムコールを含み得る。要求は、トリガリングイベントを検出すると、オペ
レーティングシステムのソケットレイヤに対してリリースされ得る。
【００１３】
　一実施形態では、要求をリリースすることがどのくらいの頻度で行われるかに関係する
間隔についての指示が受信され得る。間隔は、ネットワーク中のステートフルインターネ
ットプロトコル（ＩＰ）ミドルボックスにおけるタイムアウト値よりも小さくなり得る。
【００１４】
　また、ワイヤレス通信のために構成されたモバイルデバイスについて説明する。本デバ
イスは、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含み得る。メモリはオ
ペレーティングシステムを含み得る。プロセッサは接続性エンジンを含み得る。エンジン
は、モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするよう
にとの命令を実行するようにさらに構成され得る。要求は、モバイルデバイスのための通
信を行うための要求であり得る。エンジンは、モバイルデバイス上で実行しているオペレ
ーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに要求が到着することを保留することと、ト
リガリングイベントを検出すると、オペレーティングシステムに対して要求をリリースす
ることとを行うようにさらに構成され得る。
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【００１５】
　また、モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管
理するように構成された装置について説明する。本装置は、モバイルデバイス上のアプリ
ケーションからの要求をインターセプトするための手段を含む。要求は、モバイルデバイ
スのための通信を行うための要求であり得る。本装置は、モバイルデバイス上で実行して
いるオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに要求が到着することを保留する
ための手段と、トリガリングイベントを検出すると、オペレーティングシステムに対して
要求をリリースするための手段とをさらに含み得る。
【００１６】
　また、モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管
理するように構成されたコンピュータプログラム製品について説明する。本製品は非一時
的コンピュータ可読媒体を含み得る。媒体は、モバイルデバイス上のアプリケーションか
らの要求をインターセプトするためのコードを含み得る。要求は、モバイルデバイスのた
めの通信を行うための要求であり得る。媒体は、モバイルデバイス上で実行しているオペ
レーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに要求が到着することを保留するためのコ
ードと、トリガリングイベントを検出すると、オペレーティングシステムに対して要求を
リリースするためのコードとをさらに含み得る。
【００１７】
　上記では、開示による例の特徴および技術的態様についてやや広く概説した。以下で、
追加の特徴について説明する。開示する概念および特定の例は、本開示の同じ目的を実行
するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのよ
うな等価な構成は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。本明細書で
開示する概念の編成と動作の方法の両方に関して、それらの概念を特徴づけると考えられ
る特徴は、添付の図に関連して検討すると以下の説明からより良く理解されよう。図の各
々は、例示および説明のみの目的で与えられ、特許請求の範囲の限界を定めるものではな
い。
【００１８】
　以下の図面を参照すれば、本発明の性質のさらなる理解が得られ得る。添付の図におい
て、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じタイプの様々
なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様のコンポーネント同
士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第
１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ネットワーク環境のブロック図。
【図２】モバイルデバイスのアーキテクチャを示すブロック図。
【図３】ネットワークアクセスの要求の遅延を提供するモバイルデバイスのブロック図。
【図４】ネットワークアクセスの要求を遅延させるためのモバイルデバイス上のアーキテ
クチャの例示的なブロック図。
【図５】ネットワークアクセスの要求をアグリゲートするための例示的なタイミング図。
【図６】モバイルデバイス上に実装されたアーキテクチャの一例を示す図。
【図７】ネットワークアクセスの要求を遅延させるための方法の一例を示すフローチャー
ト。
【図８】アプリケーションの分類に基づいてネットワークアクセスの要求を遅延させるた
めの方法の一例を示すフローチャート。
【図９】いくつかのモバイルデバイスから受信されたネットワークアクセスの要求をアグ
リゲートするための方法の一例を示すフローチャート。
【図１０】データ接続要求を同期させるための方法の一例を示すフローチャート。
【図１１】３つのアプリケーションが接続要求を周期的に開始するタイミング図。
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【図１２】接続要求のいくつかが同期された、図１１のタイミング図。
【図１３】３つのアプリケーションが接続要求を周期的に開始するタイミング図。
【図１４】接続要求のいくつかが同期された、図１３のタイミング図。
【詳細な説明】
【００２０】
　モバイルデバイス上にインストールされたアプリケーションからの要求をインターセプ
トするための方法、システム、およびデバイスについて説明する。要求は、モバイルデバ
イスのための通信チャネルを確立するシステムコールであり得る。「要求」および「シス
テムコール」という用語は互換的に使用され得る。要求は、キャプチャされ、モバイルデ
バイス上で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに到着するこ
とを保留され得る。インターセプトされた要求は、他のインターセプトされた要求とアグ
リゲートされ得る。アグリゲートされた要求は、一緒にバンドルされ、モバイルデバイス
上でトリガリングイベントを検出するのとほぼ同時にオペレーティングシステムに対して
リリースされ得る。アプリケーションからの要求のキャプチャ、保留、およびアグリゲー
ションは、モバイルデバイスがバックグラウンドモードにあるときに行われ得る。
【００２１】
　スマートフォン、携帯情報端末などのモバイルデバイスでは、ソフトウェアアプリケー
ションは、ユーザがデバイスをアクティブに使用していなくても動作し続け得る。ソーシ
ャルネットワーキングアプリケーション、電子メールまたは他の通信アプリケーション、
データフィードなどのアプリケーション（普及している例には、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登録
商標）、Ｇｍａｉｌ（登録商標）、Ｔｗｉｔｔｅｒ（登録商標）などがある）は、ユーザ
がデバイスを使用していなくても、データを送信および受信し続け得る。非アクティビテ
ィ動作モードの下でさえ、デバイスが表面上は使用中でないときでも動作し続けるアプリ
ケーションにより、アクティビティにおける電力消費およびスパイク(spikes)が発生し得
る。これらのアプリケーションによるアクティビティは、外部ネットワークによって与え
られるような通信リソースを利用し得る。
【００２２】
　アプリケーションは、バックグラウンドモードから接続モードへのモバイルデバイスに
よる頻繁な遷移をトリガし得るか、あるいはアプリケーションは、場合によっては、デバ
イスがバックグラウンドモードに入ることまたは間欠受信(discontinuous reception)（
ＤＲＸ）などの他の代替接続モードに入ることに干渉し得る。ユーザがデバイスをアクテ
ィブに操作していないときの、アプリケーションによる無線アクティビティのこれらの高
いレベルは、バッテリー寿命の早期の消耗、無線ネットワークの負荷の望ましくない増加
、または他の望ましくない影響をもたらし得る。
【００２３】
　モバイルデバイスは、デバイスのいくつかの入力が使用可能でないときまたはスリープ
状態にあるとき、バックグラウンドモードにあり得る。言い換えれば、デバイスは、ユー
ザがデバイスを使用していないとき、バックグラウンドモードにあり得る。たとえば、（
マイクロフォンなどの）オーディオ入力がオフであるとき、デバイスはバックグラウンド
モードにあると見なされ得る。さらに、（デバイスのディスプレイなどの）ビジュアル入
力がオフであるとき、デバイスはバックグラウンドモードにあると判断され得る。以下で
説明するように、モバイルデバイスがバックグラウンドモードにあるか否かを判断するた
めに追加の入力が使用され得る。
【００２４】
　ネットワークとモバイルデバイス上で実行しているアプリケーションとの間の接続性の
管理について説明する。モバイルデバイス上にインストールされたいくつかのアプリケー
ションが、デバイスがバックグラウンドモードにあるときにネットワークへのアクセスを
要求したとき、不必要な量のネットワークシグナリングが発生し得る。たとえば、第１の
アプリケーションが、通信チャネルを確立するためにシステムコールを開始し得、次いで
、データが送信／受信された後、チャネルは中止され得る。次いで、第２のアプリケーシ
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ョンが、データを送信／受信するための通信チャネルを同じく確立するためにシステムコ
ールを開始し得る。通信チャネルが確立されるたびに、ネットワークの利用可能な帯域幅
が減少するように、ネットワークシグナリングの量は増加し得る。さらに、いくつかのア
プリケーションが、デバイスがバックグラウンドモードにある間にネットワークへのアク
セスを要求したとき、不必要な量のバッテリー電力が消費され得る。通信チャネルが確立
されるたびに、モバイルデバイスがアクティブモードに入ったとき、利用可能な電力がよ
り少なくなるように、バッテリー電力は減少し得る。したがって、本システムおよび方法
は、ネットワークシグナリングを低減し、バッテリー電力を温存するために、ネットワー
クアクセスの要求を保留し、アグリゲートし得る。前述のように、これは、デバイスがア
クティブでないときに行われ得る。さらに、システムコールの保留およびアグリゲーショ
ンは、デバイスのバッテリー電力があるしきい値量を下回るときに行われ得る。トリガリ
ングイベントが発生した（たとえば、デバイスがアクティブモードに入った）とき、アグ
リゲートされた要求は、ネットワークシグナリングの量を低減するため、ならびに各別個
の要求に関連するバッテリー電力の消費を低減するために一緒にリリースされ得る。
【００２５】
　要求の保留およびアグリゲーションは、ユーザによるデバイスの使用に干渉しないよう
に、モバイルデバイスが非アクティブモードにあるときに実行され得る。一例では、ユー
ザデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求がインターセプトさ
れ得る。たとえば、要求をインターセプトするために、モバイルデバイスのアプリケーシ
ョンレイヤとデバイスのオペレーティングシステムレイヤとの間にラッパーが配置され得
る。一例では、ラッパーは、要求をインターセプトするソフトウェアエンティティであり
得る。ラッパーは、アプリケーションレイヤ中のアプリケーションならびにオペレーティ
ングシステムレイヤ中のオペレーティングシステムに対して透過的(transparent)であり
得る。要求をインターセプトすると、要求は、オペレーティングシステムに到着すること
を保留または遅延され得る。一構成では、要求は、アプリケーションレイヤ中の追加のア
プリケーションから受信された他のインターセプトされた要求とアグリゲートされ得る。
トリガリングイベントが検出されたとき、アグリゲートされた要求はオペレーティングシ
ステムに対してリリースされ得る。したがって、ラッパーは、要求を透過的にインターセ
プトし得、アグリゲートし得、次いで、追加の処理が完了したとき、アグリゲートされた
要求を中継し得る。
【００２６】
　さらに、保留された要求がデバイスのオペレーティングシステムに対してどのくらいの
頻度でリリースされるべきかを示す間隔が判断され得る。間隔は、以下で説明するミドル
ボックスの状態を維持するように判断され得る。一例では、インターネットプロトコル（
ＩＰ）ホストはステートフルミドルボックスによって分離され得る。ステートフルミドル
ボックスは、ファイアウォールおよびネットワークアドレス変換（ＮＡＴ）機能を実行し
得る。ファイアウォールの機能は、デバイスのどのインバウンド／アウトバウンドポート
が開いているかまたは利用可能であるかを判断することであり得る。ＮＡＴ機能は、セル
ラーネットワーク上で常に展開されるとは限らないが、ＬＡＮ／ＷＬＡＮ上で連続的に展
開され得る。モバイルデバイス上で実行しているアプリケーションは、セルラーネットワ
ークとＷｉ－Ｆｉネットワークとを区別しないことがあり、したがって、アプリケーショ
ンは、セルラーネットワーク上でＮＡＴ機能を動作可能にしておくための「キープアライ
ブ」要求を発信するためにタイマーを使用し得る。ミドルボックスの状態は、タイマーが
満了するまで維持され得る。長寿命（long-lived）接続（ＴＣＰまたはＵＤＰ）が必要と
される場合、ミドルボックスは、それらの状態を接続全体にわたって保ち得る。モバイル
デバイス（たとえば、スマートフォン）上で実行しているアプリケーションは、（Ｗｉ－
Ｆｉネットワークとは対照的に）セルラーネットワークには適合されないことがある。し
たがって、これらのアプリケーションは、間隔がセルラーネットワークのためのシグナリ
ングのピークを生じるかどうかにかかわらず、どこでも働くキープアライブ／再接続間隔
を選択し得る。したがって、以下で、デバイスがバックグラウンドモードにある間、ネッ
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トワークアクセスの要求を保留することと、あるトリガリングイベントが発生したときに
、または特定のネットワークによって判断された間隔において要求をリリースすることと
によって、ネットワークアクセスのためのシステムコールの数を低減して、電力を温存し
、シグナリングを低減するためのシステムおよび方法について説明する。
【００２７】
　以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲において記載される範囲、適用
性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく
、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、適宜に
様々なプロシージャまたはコンポーネントを省略し得、置換し得、または追加し得る。た
とえば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが
追加され得、省略され得、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関し
て説明する特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２８】
　次に図１を参照すると、ブロック図にワイヤレスネットワーク環境１００の例が示され
ている。ネットワーク環境１００は、モバイルデバイス１０２と通信ネットワーク１１５
とを含み得る。デバイス１０２は、いくつかの無線チャネル１１０－ａを使用してネット
ワーク１１５と通信し得る。たとえば、制御チャネル１１０－ａ－１は、デバイス１０５
とネットワーク１１５との間に確立され得る。さらに、他のタイプのチャネル１１０－ａ
－２～１１０－ａ－ｎも確立され得る。これらの他のタイプのチャネルは、データチャネ
ル、ボイスチャネルなどを含み得る。
【００２９】
　動作中、デバイス１０２は、いくつかの無線のいずれかを使用してネットワーク１１５
とインターフェースし得るアプリケーションを実行し得る。たとえば、実行アプリケーシ
ョンは、ネットワーク１１５との通信を確立するための要求を発行し得る。一例では、要
求は、ソケットレイヤコールなどのネットワーキングシステムコールであり得る。要求は
、デバイス１０５上のオペレーティングシステムのソケットレイヤに宛てられ(be intend
ed)得る。従来のデバイスは、一般に、これらのタイプの要求が、処理されるためにオペ
レーティングシステムに直接進むことを可能にする。要求を受信すると、従来のデバイス
は、データ接続セットアッププロシージャを通して制御チャネル１１０－ａ－１を確立す
るためにネットワークシグナリングプロセスを開始する。データ接続セットアッププロシ
ージャがモバイルデバイス１０５上で実行されるとき、バッテリー電力が消費され、ネッ
トワークにわたるシグナリングのレベルが増加し得る。これは、モバイルデバイス１０５
およびネットワーク１１５の効率を低下させ得る。
【００３０】
　一構成では、デバイス１０５は、オペレーティングシステムに対する要求のリリースを
遅延させるためのアーキテクチャを含み得る。このアーキテクチャは、アプリケーション
からのネットワークアクセスの要求をインターセプトし得る。要求をインターセプトする
と、アーキテクチャは、要求がオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに到着
することを保留するかまたは遅延させ得る。ＴＣＰ／ＩＰスタックは、オペレーティング
システムに組み込まれ得る通信プロトコルを含み得、オペレーティングシステムに、ネッ
トワークを介してデータを送信するための規格を与え得る。インターセプトされた要求は
、追加のアプリケーションから受信されたネットワークアクセスの他のインターセプトさ
れた要求とアグリゲートされ得る。アグリゲートされた要求は、一緒にバンドルされ得、
ネットワークアクセスの単一の要求としてリリースされ得る。別の例では、アグリゲート
された要求は、特定のイベント（たとえば、モバイルデバイスがアクティブになる）の発
生時にリリースされ得る。一構成では、インターセプトすることと、保留することと、ア
グリゲーションとに関係する上記で説明したアーキテクチャは、デバイス１０５が非アク
ティブモードにあるときに使用され得る。
【００３１】
　図２に、図１のモバイルデバイス１０５の一例であり得るモバイルデバイス１０５－ａ
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のアーキテクチャ２００の一例を示す。デバイス１０５－ａのアーキテクチャ２００は接
続性エンジン２２５を含み得る。接続性エンジン２２５は、デバイス１０５－ａ上のアプ
リケーションレイヤ２２０中で実行しているアプリケーションが、図１のネットワーク１
１５などのネットワークにいつアクセスし得るかを管理し得る。アプリケーションレイヤ
２２０は、様々な機能を与えることと、無線ユニット２４５の１つまたは複数の無線２５
０－ａを使用して、ネットワーク１１５などの外部ネットワークと通信することとを実行
し得るアプリケーションを含み得る。
【００３２】
　一構成では、接続性エンジン２２５はラッパー２３０を実行し得る。一例では、ラッパ
ー２３０は、アプリケーションレイヤ２２０中のアプリケーションから発生したネットワ
ークアクセスのためのシステムコールをインターセプトし得る。ラッパー２３０は、デバ
イス１０５－ａ上で実行しているオペレーティングシステム２３５に要求が到着すること
を保留し得る。ラッパー２３０はまた、インターセプトされたシステムコールを追加のア
プリケーションからインターセプトされた他のシステムコールとアグリゲートし得る。ラ
ッパー２３０は、アグリゲートされたシステムコールがオペレーティングシステム２３５
のソケットレイヤ２４０に到着することを保留し得る。ネットワークアクセスのためのシ
ステムコールがソケットレイヤ２４０に到着したとき、無線２５０－ａのうちの１つまた
は複数を使用して通信チャネルを確立するためのプロセスが開始され得る。ソケットレイ
ヤ２４０は、要求を処理し得、要求を開始したアプリケーションとネットワーク１１５と
の間の接続を確立するために接続セットアッププロシージャを開始するように特定の無線
に通知し得る。たとえば、ソケットレイヤ２４０は、特定のアプリケーションと無線、た
とえば無線１　２５０－ａ－１との間のバインディングを確立するためにコール（または
要求）を発行し得る。無線１　２５０－ａ－１は、図１の制御チャネル１１０－ａ－１の
一例であり得る制御チャネルを確立することによって、接続セットアッププロシージャを
開始するための信号をネットワーク１１５に送信することを開始し得る。
【００３３】
　アプリケーションがネットワークアクセスのためのシステムコールを与えるたびにセッ
トアッププロシージャを開始するのではなく、アグリゲートされた要求がソケットレイヤ
２４０に対して一緒にリリースされたときに、要求を送ったアプリケーションと特定の無
線２５０－ａとの間の接続を確立するためにソケットレイヤ関数が１回開始され得る。選
択された無線は、次いで、ネットワーク１１５と要求を発信したアプリケーションとのデ
ータ接続を確立するために、ネットワークシグナリングを開始し得る。
【００３４】
　したがって、デバイスアーキテクチャ２００は、デバイス１０５－ａ上で実行している
アプリケーションによる、ネットワークにアクセスするためのシステムコールのアグリゲ
ーションを提供する。アグリゲーションは、ソケットレイヤ２３５に対していくつかのシ
ステムコールをバンドルとしてリリースすることによって、バッテリー消費量とネットワ
ークシグナリングとを低減するのに役立ち得る。
【００３５】
　図３に、ネットワークアクセスの要求の保留とアグリゲーションとを実装するモバイル
デバイス１０５－ｂのブロック図３００を示す。デバイス１０５－ｂは、図１または図２
のデバイス１０５の一例であり得る。デバイス１０５－ｂは、通信バス３１４を使用して
通信するようにすべて結合されたプロセッサ３６０、メモリ３５５、アプリケーションレ
イヤ２２０、ラッパー２３０、接続性エンジン２２５、オペレーティングシステム２３５
、および無線ユニット２４５を含み得る。メモリ３５５は、アプリケーションレイヤ２２
０と、ラッパー２３０と、オペレーティングシステム２３５とを記憶し得る。プロセッサ
３６０は接続性エンジン２２５を含み得る。接続性エンジン２２５は、汎用プロセッサ、
デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲ
ートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説
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明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せとして実装され得る。接続
性エンジン２２５は、モバイルデバイス上のアプリケーションからの要求をインターセプ
トするための手段と、要求がモバイルデバイス上のオペレーティングシステムに到着する
ことを保留するための手段と、トリガリングイベントを検出すると、オペレーティングシ
ステムに対して要求をリリースするための手段とを含み得る。さらに、接続性エンジン２
２５は、要求を、モバイルデバイス１０５のための通信を行うための他のインターセプト
された要求とアグリゲートするための手段を含み得る。接続性エンジン２２５はまた、図
２、図３、または図４のラッパー２３０を実行するための手段を含み得る。実行されたラ
ッパーは、アプリケーションからの要求をインターセプトし得る。さらに、エンジン２２
５は、アプリケーションを、要求が保留される種類のアプリケーションとして識別するた
めの手段を含み得る。さらに、接続性エンジン２２５は、アプリケーションをクリティカ
ルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケーションとして識別するための手段と
、非クリティカルアプリケーションからの要求のみを保留するための手段とを含み得る。
デバイス１０５－ｂは一実装形態にすぎず、他の実装形態が可能であることに留意された
い。
【００３６】
　一態様では、プロセッサ３６０は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、プロセッサ、ゲート
アレイ、ハードウェア論理、メモリ要素、および／またはソフトウェアを実行するハード
ウェアのうちの少なくとも１つを含む。プロセッサ３６０は、アプリケーションレイヤ２
２０において実行しているアプリケーションによって開始されたネットワークアクセスの
ためのシステムコールが、オペレーティングシステム２３５に到着することを保留され得
、他のシステムコールとアグリゲートされ得るように、デバイス１０５－ｂの動作を制御
するように動作する。一実装形態では、プロセッサ３６０は、いくつかの機能のいずれか
を実行することに関係するコンピュータ可読命令を実行し得る。たとえば、プロセッサ３
６０は、ネットワークアクセスの要求のインターセプションおよびアグリゲーションを実
現するために、デバイス１０５－ｂから受信または通信された情報を分析するように動作
し得る。別の態様では、プロセッサ３６０は、いくつかのアプリケーションからのネット
ワークアクセスのためのシステムコールのアグリゲーションを実現するために、メモリ３
５５、無線ユニット２４５、アプリケーションレイヤ２２０、ラッパー２３０、オペレー
ティングシステム２３５、および／または接続性エンジン２２５によって利用され得る情
報を生成するように動作し得る。
【００３７】
　無線ユニット２４５は、デバイス１０５－ｂを、いくつかのチャネル１１０－ａを使用
する外部通信ネットワークなど、いくつかの外部エンティティにインターフェースするた
めに使用され得るいくつかの無線／インターフェースを与え得る、ハードウェアおよび／
またはソフトウェアを実行するプロセッサを含み得る。たとえば、無線ユニット２４５は
、セルラー、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、またはチャネル１１０－ａを使用して通信
ネットワークと通信するための他の技術を使用して通信するための無線／インターフェー
スを与え得る。
【００３８】
　アプリケーションレイヤ２２０は、デバイス１０５－ｂ上の１つまたは複数のアプリケ
ーションを記憶および／または実行し得る、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを
実行するプロセッサを含み得る。一実装形態では、アプリケーションレイヤ２２０は、ア
プリケーションが、外部ネットワークまたはシステムと通信する目的で無線／インターフ
ェースへの接続を要求するなど、ネットワーキングサービスを要求するためにネットワー
キング関数呼出しを開始することを可能にし得る。
【００３９】
　オペレーティングシステム２３５はソケットレイヤを含み得る。ソケットレイヤは、ソ
ケットレイヤ関数を実行し得る、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを実行するプ
ロセッサを含み得る。一実装形態では、ソケットレイヤ関数は、Ｃｏｎｎｅｃｔ（）、Ｂ
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ｉｎｄ（）、およびＳｅｔｓｏｃｋｏｐｔ（）などの関数を含み得る。Ｃｏｎｎｅｃｔ（
）関数は、アプリケーションと特定の無線／インターフェースとの間の接続を確立するよ
うに動作する。たとえば、特定の無線／インターフェースは、無線ユニット２４５によっ
て与えられたいくつかの候補無線から選択され得る。一態様では、ソケットレイヤは、様
々なソケットレイヤ関数またはコマンドを実行し得る。
【００４０】
　接続性エンジン２２５は、モバイルデバイス１０５－ｂ上で実行しているアプリケーシ
ョンからのネットワークアクセスの要求をラッパーにインターセプトさせるためにラッパ
ー２３０を実行し得る、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを実行するプロセッサ
を含み得る。ラッパー２３０はまた、インターセプトされた要求がオペレーティングシス
テム２３５に到着することを保留し得る。さらに、ラッパー２３０は、インターセプトさ
れた要求を他のインターセプトされた要求とアグリゲートし得る。アグリゲートされた要
求は、トリガリングイベントが発生した（たとえば、モバイルデバイス１０５－ｂがアク
ティブモードに入った）ときにオペレーティングシステムのソケットレイヤに対してリリ
ースされ得る。
【００４１】
　接続性エンジン２２５は、ラッパー２３０に、様々な方法でネットワークアクセスの要
求をキャプチャさせ得、保留させ得、アグリゲートさせ得る。たとえば、デバイス１０５
－ｂがバックグラウンドモードにあるとき、（ラッパー２３０を介して）接続性エンジン
２２５は、デバイス１０５－ａ上で実行しているいくつかのアプリケーションからのいく
つかの要求をインターセプトし得る。インターセプトされた要求は、一緒にアグリゲート
され得、あるトリガリングイベントが発生するまで保留され得る。たとえば、要求は、モ
バイルデバイス１０５－ｂがアクティブ状態に入ったときにリリースされ得る。一構成で
は、現在保留されているアグリゲートされた要求は一緒にリリースされ得る。たとえば、
アグリゲートされた要求は、バンドルされ得、単一のシステムコールとしてソケットレイ
ヤに対して一緒にリリースされ得る。ソケットレイヤは、ネットワーク１１５とのデータ
接続のために通信チャネルを確立するためのプロシージャを開始し得る。
【００４２】
　メモリ３５５は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、または情報がデバイス１０５－ｂに
おいて記憶され、取り出されることを可能にするように動作する他のタイプのメモリデバ
イスを含み得る。一実装形態では、メモリ３５５は、プロセッサ３６０によって実行され
るコンピュータ可読命令を記憶し得る。メモリ３５５はまた、プロセッサ３６０、無線ユ
ニット２４５、アプリケーションレイヤ２２０、ラッパー２３０、オペレーティングシス
テム２３５、および／または接続性エンジン２２５のいずれかによって生成されたデータ
を含む、いくつかの他のタイプのデータのいずれかを記憶し得る。メモリ３５５は、ラン
ダムアクセスメモリ、バッテリーバックの(battery-backed)メモリ、ハードディスク、磁
気テープなどを含む、いくつかの異なる構成を含み得る。また、圧縮および自動バックア
ップなど、様々な特徴がメモリ３５５上に実装され得る。
【００４３】
　様々な実装形態では、デバイス１０５－ｂは、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶
されるかまたは非一時的コンピュータ可読媒体上で実施される１つまたは複数のプログラ
ム命令（「命令」）または「コード」のセットを有するコンピュータプログラム製品を含
み得る。少なくとも１つのプロセッサ、たとえば、プロセッサ３６０および／または接続
性エンジン２２５によってコードが実行されたとき、それらの実行は、プロセッサ３６０
および／または接続性エンジン２２５に、本明細書で説明するアグリゲーションアーキテ
クチャの機能を与えるようにデバイス１０５－ｂを制御させ得る。たとえば、非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＤＲＯＭ、メモリカード、
フラッシュメモリデバイス、ＲＡＭ、ＲＯＭ、あるいはデバイス１０５－ｂとインターフ
ェースする他のタイプのメモリデバイスまたはコンピュータ可読媒体であり得る。別の態
様では、コードのセットは、外部デバイスまたは通信ネットワークリソースからデバイス
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１０５－ｂにダウンロードされ得る。コードのセットは、実行されたとき、本明細書で説
明するシステムコールアグリゲーションアーキテクチャの態様を与えるように動作する。
【００４４】
　図４に、上記で説明したように、ネットワークアクセスの要求をインターセプトし、ア
グリゲートするために有用なモバイルデバイス１０５－ｃ上のアーキテクチャの例示的な
ブロック図４００を示す。モバイルデバイス１０５－ｃは、図１、図２、または図３のモ
バイルデバイス１０５の一例であり得る。
【００４５】
　図示のように、ブロックは、アプリケーションプロセッサ４９０とモデムプロセッサ４
９５との間で分割されるが、様々な機能は、図４の例とは別様に編成され得る。アプリケ
ーションレイヤ２２０は、アプリケーション接続エンジン（ＡＰＰ　ＣｎＥ）４７５およ
びソケットレイヤ２４０と対話し得る。アプリケーション接続エンジン４７５はモデム接
続エンジン（モデムＣｎＥ）４８５と通信し得る。モデム接続エンジンは、無線ユニット
２４５およびその中のいくつかの無線２５０－ａなど、通信リソースを管理し得る。ラッ
パー２３０は、アプリケーションプロセッサ４９０においてアプリケーションレイヤ２２
０とオペレーティングシステムのソケットレイヤ２４０との間で実行され得る。ラッパー
２３０は、アプリケーションレイヤ２２０とソケットレイヤ２４０との間で受け渡される
データをキャプチャし得る。たとえば、ラッパー２３０は、アプリケーションレイヤ２２
０から送られ、ソケットレイヤ２４０に宛てられたシステムコールをインターセプトする
ために、アプリケーション２２０とソケットレイヤ２４０との間に配置され得る。一構成
では、ラッパー２３０は、デバイス１０５－ｃによる非アクティビティ期間中にアプリケ
ーションレイヤ２２０からのシステムコールをインターセプトし得、ラッパーは、ソケッ
トレイヤ２４０に対してシステムコールをリリースする前に、トリガリングイベントが発
生するまでインターセプトされたコールを保留し得る。システムコールは、無線ユニット
２４５内の無線２５０を使用して通信チャネルを確立するための要求であり得る。
【００４６】
　別の例では、ラッパー２３０は、デバイス１０５－ｃによる非アクティビティ期間中に
アプリケーションレイヤ２２０からインターセプトされたシステムコールをアグリゲート
し得る。ラッパー２３０は、動作／送信のためにソケットレイヤ２４０および最終的に無
線ユニット２４５に対してアグリゲートされたシステムコールをリリースする前に、特定
のイベントが発生するまで、インターセプトされ、アグリゲートされたコールを保留し得
る。
【００４７】
　一構成では、ラッパー２３０は、アプリケーションが、それらの要求がソケットレイヤ
２４０に到着することを保留されていることに気づかないように、アプリケーションレイ
ヤ２２０にあるアプリケーションにとって不可視であり得る。ラッパー２３０は、別個の
ソフトウェアコンポーネントであり得るか、あるいは接続性エンジン２２５またはアプリ
ケーション接続エンジン４７５などの別のコンポーネントに組み込まれ得る。
【００４８】
　図５に、第１のアプリケーションおよび第２のアプリケーションなど、いくつかのアプ
リケーションのためのタイミング図５００を示す。アプリケーションは、モバイルデバイ
ス１０５のアプリケーションレイヤ２２０中に設置され得る。タイミング図５００は、図
２または図３の接続性エンジン２２５の実装の結果であり得る。一構成では、第１の要求
５０５－ａ－１が、時間ｔ0において第１のアプリケーションから送られ得る。第１の要
求５０５－ａ－１はＣｏｎｎｅｃｔ（）システムコールであり得る。第１の要求５０５－
ａ－１は、モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステム２３５に到着す
ることを保留され得る。たとえば、第１の要求は、オペレーティングシステムのＴＣＰ／
ＩＰスタックに到着することを保留され得る。要求が保留される時間はＨ0として表され
得る。第１の要求５０５－ａ－１は、時間ｔ2においてオペレーティングシステム２３５
に対してリリースされ得る。
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【００４９】
　一例では、第２の要求５０５－ａ－２が、時間ｔ1において第２のアプリケーションか
ら送られ得る。時間ｔ1は時間ｔ0の後であり得る。第２の要求５０５－ａ－２もＣｏｎｎ
ｅｃｔ（）システムコールであり得る。第２の要求５０５－ａ－２は、Ｈ1として表され
るある時間期間の間、オペレーティングシステム２３５に到着することを保留され得る。
たとえば、第２の要求も、オペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタックに到着する
ことを保留され得る。第２の要求５０５－ａ－２は、時間ｔ2においてリリースされ得る
。したがって、第１の要求５０５－ａ－１および第２の要求５０５－ａ－２は、一緒にま
たは同時（すなわち時間ｔ2）にリリースされ得る。時間期間Ｈ1は、時間期間Ｈ0よりも
少なくなり得る。言い換えれば、第２の要求５０５－ａ－２は、第１の要求５０５－ａ－
１よりも少ない時間の間保留され得る。
【００５０】
　一構成では、時間期間Ｈ0中に、第２の要求５０５－ａ－２が時間ｔ1においてインター
セプトされたとき、第１の要求は第２の要求５０５－ａ－２とアグリゲートされ得る。要
求のアグリゲーションは、両方の要求が実質的に同じ時間（すなわち、時間ｔ2）にリリ
ースされることを可能にする。したがって、タイミング図５００は、異なる時間（ｔ0お
よびｔ1）に送られた要求が、異なる時間期間（Ｈ0およびＨ1）の間保留され得、次いで
、同時（ｔ2）にリリースされ得ることを示す。
【００５１】
　図６に、モバイルデバイス１０５－ｄ上で実装され得るアグリゲーションアーキテクチ
ャの一例を示す。モバイルデバイス１０５－ｄは、図１、図２、図３、および図４のモバ
イルデバイス１０５の一例であり得る。図示のように、デバイス１０５－ｄは、アプリケ
ーションレイヤ２２０－ａと、ラッパー２３０－ｂと、オペレーティングシステム２３５
とを含み得る。オペレーティングシステム２３５はソケットレイヤ２４０を含み得る。図
２または図３の接続性エンジン２２５は、ラッパー２３０－ｂソフトウェアを実行するよ
うにとの命令を実行し得る。一構成では、デバイス１０５－ｄはバックグラウンドモード
にあり得る。モバイルデバイス１０５－ｄは、たとえば、デバイス１０５－ｄのスクリー
ンまたはディスプレイがオフであるとき、デバイス１０５－ｄのマイクロフォン、スピー
カー、または他のオーディオ出力がオフであるとき、デバイス１０５－ｄ中の全地球測位
システム（ＧＰＳ）機構が、デバイス１０５－ｄは静止していると判断したとき、デバイ
スのバッテリーレベルがあるしきい値レベルを下回るときなど、バックグラウンドモード
にあると見なされ得る。
【００５２】
　一例では、アプリケーションレイヤ２２０－ａにおいて実行しているいくつかのアプリ
ケーション６０５－ａは、Ｃｏｎｎｅｃｔ（）システムコールなど、ネットワークアクセ
スのためのシステムコール５０５－ａを送り得る。システムコール５０５－ａは、異なる
時間に各アプリケーションから送られ得る。ラッパー２３０－ｂは、これらの要求をキャ
プチャし得、オペレーティングシステム２３５に到着することを保留し得る。特に、コー
ルは、オペレーティングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に到着することを保留さ
れ得る。一構成では、アグリゲーションモジュール６１０は、インターセプトされたシス
テムコール５０５－ａをアグリゲートし得る。アグリゲートされた要求は、ラッパー２３
０－ａ－１からオペレーティングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に対して一緒に
（または実質的に同じ時間に）リリースされ得る。アグリゲートされた要求を受信すると
、ソケットレイヤ２４０は、続いてネットワーク１１５との接続を確立し得る。プロシー
ジャは、制御チャネル１１０－ａ－１を確立するために、モバイルデバイス１０５－ｄと
ネットワーク１１５との間でシグナリングメッセージを送信することを含み得る。
【００５３】
　したがって、ネットワークアクセスの要求のインターセプション、保留、およびアグリ
ゲーションは、複数のシステムコールが、異なる時間にソケットレイヤ２４０において実
行されないので、モバイルデバイス１０５－ｄの電力消費量を低減し得る。代わりに、複
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数の要求が一緒にバンドルされ、ほぼ同時にソケットレイヤ２４０に対してリリースされ
る。さらに、要求のアグリゲーションは、ネットワーク１１５との接続セットアッププロ
シージャの頻度を低減し、したがって、ネットワークトラフィックを低減し得る。
【００５４】
　アプリケーション６０５－ａからの要求の保留およびアグリゲーションは、選択的に行
われ得る（すなわち、ユーザが中断され得ないように実装され得る）。通信チャネルを確
立するためのアプリケーション６０５－ａからの要求をいつ保留し、アグリゲートすべき
かを判断するために、様々なファクタが採用され得る。たとえば、要求をインターセプト
するという判断は、スクリーンがオフである、またはオーディオ出力がオフであるなど、
モバイルデバイス１０５－ｄのいくつかの特性に基づいて行われ得る。要求を保留するこ
とは、無線がロードされないとき、さもなければモバイルデバイス１０５－ｄが使用中で
ない（通話、オーディオストリーミングなどがない）ときに、そのような遅延を処理する
ことが可能であるとわかっているアプリケーションのみに対して実装され得る。アプリケ
ーションからのシステムコールのインターセプションおよび保留は、ユーザが、アプリケ
ーションによって与えられるサービスに登録する(subscribes)かどうかに基づいて実装さ
れ得る。ユーザがサービスに登録する場合、アプリケーションからの要求は、オペレーテ
ィングシステムに到着することを保留されないことがある。代わりに、このサブスクリプ
ションベースのアプリケーションからの要求は、ソケットレイヤに直ちに受け渡すことが
可能にされ得る。一例では、モバイルデバイス１０５－ｄ上で実行しているアプリケーシ
ョンは分類され得る。たとえば、第１のアプリケーション６０５－ａ－１は非クリティカ
ルアプリケーションとして分類され得、第２のアプリケーション６０５－ａ－２はクリテ
ィカルアプリケーションとして分類され得る。非クリティカルアプリケーションは、ある
遅延許容差をもつアプリケーションであり得る。言い換えれば、通信チャネルを確立する
ための非クリティカルアプリケーションからのシステムコールは遅延され得る。しかしな
がら、クリティカルアプリケーションは、遅延許容差がほとんどまたはまったくないアプ
リケーションであり得る。クリティカルアプリケーションの例には、限定はしないが、子
供追跡アプリケーション、緊急ベースのアプリケーション、サブスクリプションベースの
アプリケーションなどがあり得る。一構成では、要求の保留およびアグリゲーションは、
非クリティカルアプリケーションから発生した要求に対して行われ得る。クリティカルア
プリケーションから送られた要求は、保留（またはアグリゲート）されないことがあり、
代わりに、オペレーティングシステムのソケットレイヤに直接進み得る。保留およびアグ
リゲーションはまた、上記のファクタまたは他のファクタの組合せを利用して実装され得
る。
【００５５】
　さらに、アグリゲートされた要求をいつリリースし、アプリケーション接続性を許可す
べきかを判断するために、様々なファクタが採用され得る。たとえば、データ接続セット
アッププロシージャを確立するためのトリガ（遅延され得ない緊急アプリケーションなど
のクリティカルアプリケーションからのシステムコールを受信することなど）がある場合
、通信チャネルが緊急アプリケーションに関連して確立され得、バックグラウンド状態と
接続状態との間の遷移の数を低減し得るように、保留された要求がソケットレイヤ２４０
に対してリリースされ得る。別の例は、より望ましい無線（たとえば、ワイドローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）無線）がアクティブ化されるかまたはデフォルトとして選
択されたとき、アグリゲートされた要求がリリースされ得ることである。要求はまた、無
線チャネルが極めて良好である場合（たとえば、高い信号強度、ＳＮＲ、または他の望ま
しいパフォーマンスメトリック）、リリースされ得る。要求はまた、あらかじめ決定され
たように、またはモバイルデバイス１０５－ｄによって選択的に判断されたように、周期
的にリリースされ得る。知られずに(incognito)動作するために要求をリリースするため
の別のヒューリスティック(heuristic)は、（ユーザがスクリーンをオンにする前に）ユ
ーザがデバイスに接近したときであり得る。この例では、加速度計が、ユーザが電話をつ
かんだことを検出し得るか、またはユーザ近接度センサーが、ユーザが接近していること
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を示し得る。別の態様では、バッテリーで稼動している間、要求は、スクリーンがアンロ
ックされるとすぐに（たとえば、ＰＩＮが正しく入力された後に）リリースされ得る。こ
の態様では、ランダムなボタンが押された（デバイス１０５－ｄが財布またはポケットの
中にある）ときには要求のリリースは行われ得ない。
【００５６】
　一例では、保留された要求をリリースさせるトリガリングイベントは、タイマーの満了
であり得る。イベントはまた、ディスプレイのステータス変更であり得る。たとえば、デ
ィスプレイは、「オフ」状態から「オン」状態に変化し得る。マイクロフォンのステータ
ス変更（オフからオン）もトリガイベントになり得る。さらに、ＧＰＳセンサーのステー
タス変更がトリガリングイベントになり得る。たとえば、センサーがモバイルデバイスの
移動を検出したとき、センサーは状態を変更し得る。要求をリリースするための追加のト
リガリングイベントは、ユニバーサルシリアルバスポートが使用中であるという指示、ま
たはオーディオ機器がデバイスに接続されているという指示を含み得る。さらに、ビデオ
機器がモバイルデバイスに接続されているという指示も、モバイルデバイスのオペレーテ
ィングシステムに対して保留された要求をリリースするためのトリガリングイベントとし
て働き得る。さらに、あるネットワークへの接続が利用可能であるという指示が、要求の
リリースをトリガし得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉタイプのネットワークへの接続の指示が
、要求をリリースさせ得る。同様に、セルラータイプのネットワークへの無線接続がすで
に開いているという指示も、デバイスのオペレーティングシステムに対する要求のリリー
スをトリガし得る。さらに別の態様では、要求は、上記または他のファクタの何らかの組
合せに従ってリリースされ得る。上記の説明は、ＡＰＩアーキテクチャに関するものであ
るが、概念は、ハードウェア、ファームウェア、またはハードウェアおよびソフトウェア
の任意の組合せにおいて等しく適用され得る。
【００５７】
　一構成では、アプリケーションはタイマーに関連付けられ得る。タイマーの満了前の時
間期間は、関連するアプリケーションの許容差レベルを示し得る。たとえば、許容差を受
け入れないタイマーは「ハードタイマー」と呼ばれることがある。ハードタイマーは、比
較的固定された時点において満了するように意図されたタイマーであり得る。逆に、許容
差値を受け入れるタイマーは「ソフトタイマー」になり得る。ソフトタイマーは、意図さ
れた満了時間において満了し得るが、指定された許容差範囲内での満了をも可能にし得る
。一例として、電子メール更新サービスなどのいくつかのアプリケーションは、接続要求
が明確な固定時間に行われることを必要としないことがある。したがって、そのようなア
プリケーションのためのタイマーは広い許容差を与えられ得、ソフトタイマーが生成され
、そのようなアプリケーションに関連付けられ得る。逆に、株式トレーダーによって使用
される株式プログラムは、株価情報の精度を保証するために、固定時間における一貫した
更新を必要とし得る。そのようなアプリケーションは、許容差をほとんどまたはまったく
受け入れないことがあり、したがってハードタイマーに関連付けられるであろう。
【００５８】
　一例では、ソフトタイマーまたはハードタイマーのうちの１つなどのタイマーが満了し
ようとしていることがある。満了時間が識別されると、たとえば、図２または図３の接続
性エンジン２２５は、満了時間が様々なアプリケーションのいずれかのソフトタイマーの
許容差内に入るかどうかを判断し得る。許容差が満了時間内に入るすべてのソフトタイマ
ーに対して、接続性エンジンは、それらのタイマーを早期に満了させるようにとの命令を
実行し得る。タイマーが満了したアプリケーションからのインターセプトされたネットワ
ークアクセス要求は、モバイルデバイスのオペレーティングシステムに対してリリースさ
れ得る。いくつかの構成では、タイマーが満了したアプリケーションの各々が、それらの
必要な通信アクティビティを完了するまで、ネットワーク接続は開いたままになり得る。
タイマーが満了したときに通信要求が行われるので、アプリケーションによる通信システ
ムの共用の結果として、リソース管理がより効率的になる。
【００５９】
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　上述のように、要求がどのくらいの頻度でリリースされるべきかを示す間隔またはリフ
レッシュレートが判断され得る。間隔は、ファイアウォールおよびＮＡＴ機能を実行する
ミドルボックスの状態を維持するように判断され得る。ミドルボックスの状態は、アプリ
ケーションがキープアライブメッセージまたは一連のより短い接続要求を発行することに
よって維持され得る。一構成では、ネットワークは、モバイルデバイス上のミドルボック
スの状態を維持するための最小リフレッシュレートに関する情報を与え得る。リフレッシ
ュレートは、ＵＤＰ対ＴＣＰ接続について与えられ得る。ネットワークは、キープアライ
ブ／再接続メッセージの量に起因して発生した無線負荷に基づいて、ミドルボックスにお
けるリフレッシュレートを適応させ得る。たとえば、キープアライブメッセージの数があ
るしきい値を上回る場合、ミドルボックスにおける状態は、より長い時間期間の間維持さ
れ得、モバイルデバイスのためのリフレッシュレートはスローダウンされ得る。間隔（ま
たはリフレッシュレート）は、ステートフルミドルボックスにおけるタイムアウト値より
も小さくなり得る。したがって、モバイルデバイスは、ネットワークによって示されたリ
フレッシュレート（または間隔）に従って、アップリンクに対してゲートを開き得る（す
なわち、要求をリリースし得る）。ゲートは、デバイスがバックグラウンドモードにない
ときには開かれ得、モバイルデバイスがバックグラウンドモードにあるときには閉じられ
得る。
【００６０】
　図７は、ネットワークアクセスの要求を保留するための方法７００の一例を示すフロー
チャートである。明快のために、方法７００について、図１、図２、図３、または図４に
示したモバイルデバイス１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、プロセッサ３
６０は、以下で説明する機能を実行するためにデバイス１０５の機能要素を制御するため
のコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。一構成では、以下で説明する方法７０
０は、デバイス１０５がバックグラウンドモードにあるときに実装され得る。
【００６１】
　ブロック７０５において、モバイルデバイス１０５上のアプリケーションからの要求を
インターセプトする。要求は、モバイルデバイス１０５のための通信チャネルを確立する
など、モバイルデバイスのための通信を行うための要求であり得る。要求は、モバイルデ
バイス１０５のアプリケーションレイヤ２２０において実行しているアプリケーションか
ら送られ得る。一例では、要求は、アプリケーションが、ネットワーク１１５などの外部
ネットワークとインターフェースすることを可能にするために、データ接続セットアップ
プロシージャを開始するための要求であり得る。たとえば、要求は、モバイルデバイス１
０５上のオペレーティングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に対するシステムコー
ルであり得る。
【００６２】
　ブロック７１０において、モバイルデバイス１０５上で実行しているオペレーティング
システム２３５に要求が到着することを保留され得る。たとえば、要求は、オペレーティ
ングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に到着することを保留され得る。一構成では
、ラッパー２３０が要求をインターセプトし得、保留し得る。
【００６３】
　ブロック７１５において、トリガリングイベントを検出すると、オペレーティングシス
テムに対して要求がリリースされ得る。たとえば、デバイス１０５は、上記で説明したよ
うにアクティブモードに入り得る。
【００６４】
　したがって、方法７００は、モバイルデバイス１０５のアプリケーションレイヤ２２０
において実行しているアプリケーションによってサブミットされたネットワークアクセス
の要求のインターセプションおよび保留を提供し得る。方法７００は一実装形態にすぎな
いこと、および方法７００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられる
かまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【００６５】
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　図８は、モバイルデバイス上で実行している非クリティカルアプリケーションからのネ
ットワークアクセスの要求をインターセプトするための方法８００の一例を示すフローチ
ャートである。明快のために、方法８００について、図１、図２、図３、または図４に示
したデバイス１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、プロセッサ３６０は、以
下で説明する機能を実行するためにデバイス１０５の機能要素を制御するためのコードの
１つまたは複数のセットを実行し得る。
【００６６】
　ブロック８０５において、ネットワークアクセスの要求がインターセプトされる。要求
は、モバイルデバイス１０５のアプリケーションレイヤ２２０において実行しているアプ
リケーションから送られ得る。一例では、要求は、ネットワーク１１５などの外部ネット
ワークとの通信チャネルを確立するための要求であり得る。要求は、デバイス１０５上の
オペレーティングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に対するシステムコールであり
得る。要求を受信すると、ソケットレイヤ２４０は、通信チャネルを確立するためのプロ
シージャを開始し得、チャネルが確立されたとき、アプリケーションにコールバック関数
を与え得る。
【００６７】
　ブロック８１０において、デバイス１０５がバックグラウンドモードにあるかどうかに
関する判断が行われ得る。たとえば、デバイス１０５が電源切断されているかどうか、ス
リープモードにあるかどうかなどに関する判断が行われ得る。デバイス１０５はまた、た
とえば、デバイス１０５のディスプレイが非アクティブである場合、オーディオ出力が非
アクティブである場合など、バックグラウンドモードにあると判断され得る。デバイス１
０５－ａが非アクティブであると判断された場合、ブロック８１５において、システムコ
ールを開始したアプリケーションが非クリティカルアプリケーションであるかどうかを判
断するための第２の判断が行われ得る。クリティカルアプリケーションは、ネットワーク
アクセスのための優先権をもつ緊急アプリケーション、サブスクリプションベースのアプ
リケーション、遅延についての低い許容差をもつアプリケーションなどであり得る。
【００６８】
　デバイス１０５がアクティブであること、またはアプリケーションがクリティカルアプ
リケーションであることが判断された場合、要求は、オペレーティングシステム２３５の
ソケットレイヤ２４０に対してリリースされ得る。言い換えれば、要求は、ソケットレイ
ヤが、ネットワーク１１５との通信チャネルを確立するためのプロシージャを開始するこ
とを可能にするためにリリースされ得る。デバイスがバックグラウンドモードにあること
、およびアプリケーションが非クリティカルアプリケーションとして分類されることが判
断された場合、ブロック８２０において、要求がオペレーティングシステムに到着するこ
とを保留し得、したがって、通信チャネルをセットアップするためのプロシージャの開始
を遅延させる。
【００６９】
　ブロック８２５において、要求が他のインターセプトされた要求とアグリゲートされ得
る。他の要求は、モバイルデバイス１０５上で実行している追加のアプリケーションによ
って開始され得る。ブロック８３０において、上記で説明したように、トリガリングイベ
ントが検出されたかどうかに関する判断が行われ得る。トリガリングイベントが検出され
ないと判断された場合、方法８００は、インターセプトされたネットワークアクセスの要
求をアグリゲートし続けるために戻り得る。しかしながら、トリガリングイベントが検出
されたと判断された場合、ブロック８３５において、オペレーティングシステム２４０の
ソケットレイヤ２４０に対してアグリゲートされた要求がリリースされ得る。言い換えれ
ば、いくつかのアプリケーションからのシステムコールが保留され得、一緒にバンドルさ
れ得、次いで、ソケットレイヤ２４０に対して単一のシステムコールとしてリリースされ
得る。
【００７０】
　したがって、方法８００は、モバイルデバイス１０５上で実行している非クリティカル
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アプリケーションからのネットワークアクセスの要求をインターセプトすることと、保留
することと、アグリゲートすることとを提供し得る。要求を保留し、アグリゲートするこ
とによって、いくつかのシステムコールが、一緒にバンドルされ得、単一のシステムコー
ルとしてリリースされ得る。これにより、通信チャネルをセットアップするためのプロシ
ージャを開始するためのシステムコールの量が低減され得るので、モバイルデバイス１０
５のためのバッテリー電力が節約され得、ならびにネットワークシグナリングが低減され
得る。方法８００は一実装形態にすぎないこと、および方法８００の動作は、他の実装形
態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意
されたい。
【００７１】
　図９は、モバイルデバイス上で実行しているいくつかのアプリケーションからのネット
ワークアクセスの要求をインターセプトするための方法９００の一構成を示すフローチャ
ートである。明快のために、方法９００について、図１、図２、図３、または図４に示し
たデバイス１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、プロセッサ３６０は、以下
で説明する機能を実行するためにデバイス１０５の機能要素を制御するためのコードの１
つまたは複数のセットを実行し得る。
【００７２】
　ブロック９０５において、第１の時間において第１のアプリケーションからのネットワ
ークアクセスの第１の要求がインターセプトされる。一例では、ブロック９１０において
、第２の時間において第２のアプリケーションからの第２の要求がインターセプトされ得
る。第２の時間は第１の時間とは異なり得る。ブロック９１５において、第３の時間にお
いて第３のアプリケーションからの第３の要求がインターセプトされ得る。一構成では、
第３の時間は、第１の時間および第２の時間とは異なり得る。インターセプトされた要求
は、ネットワークアクセスのために通信チャネルを確立するためのシステムコールであり
得る。アプリケーションは、モバイルデバイス１０５上で実行していることがある。
【００７３】
　要求がインターセプトされたとき、ブロック９２０において、モバイルデバイス１０５
がバックグラウンドモードにあるかどうかに関する判断が行われ得る。デバイス１０５が
バックグラウンドモードにあると判断された場合、ブロック９２５、９３０、および９３
５において、要求がオペレーティングシステムに到着することを保留し得る。デバイス１
０５がアクティブモードにある場合、ブロック９５０において、モバイルデバイス１０５
上のオペレーティングシステム２３５のソケットレイヤ２４０に対して要求がリリースさ
れ得る。
【００７４】
　一構成では、ブロック９４０において、第１、第２、および第３の要求が一緒にアグリ
ゲートされ得またはバンドルされ得る。ブロック９４５において、トリガリングイベント
が発生したかどうかに関する判断が行われ得る。たとえば、デバイスがアクティブモード
に入ったかどうか、デバイス上のディスプレイがアクティブ化されたかどうか、デバイス
がロケーションを変更したかどうか、ユーザがデバイスの近くにいるかどうかなどに関す
る判断が行われ得る。トリガリングイベントが検出されない場合、方法９００は、トリガ
リングイベントの検出のための監視を続けるために戻り得る。トリガリングイベントが検
出された場合、ブロック９５０において、オペレーティングシステムのソケットレイヤに
対してアグリゲートされた要求がリリースされ得る。要求を受信すると、ソケットレイヤ
は、ネットワーク１１５などの外部ネットワークとの通信チャネルを確立するためのプロ
シージャを開始し得る。
【００７５】
　したがって、方法９００は、モバイルデバイス１０５上で実行している複数のアプリケ
ーションからのネットワークアクセスの要求をインターセプトすることと、保留すること
と、アグリゲートすることとを提供し得る。したがって、いくつかのシステムコールが、
一緒にバンドルされ得、単一のシステムコールとしてリリースされ得る。これにより、シ
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ステムコールの量が低減され得るので、モバイルデバイス１０５のためのバッテリー消費
量が低減され、ならびにネットワークシグナリングが低減され得る。方法９００は一実装
形態にすぎないこと、および方法９００の動作は、他の実装形態が可能であるように、並
べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【００７６】
　図１０に、ネットワークアクセス要求などのアプリケーション接続要求の間の同期を改
善するための、いくつかの実施形態において実装される１つの可能なプロセス１０００を
示す。以下の例で説明するように、いくつかの実施形態がモバイルデバイス上のプロセス
１０００を実装し得る。明快のために、方法１０００について、図１、図２、図３、また
は図４に示したデバイス１０５に関して以下で説明する。一実装形態では、図２または図
３のプロセッサ３６０または接続性エンジン２２５は、以下で説明する機能を実行するた
めにデバイス１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行
し得る。
【００７７】
　本方法は、ブロック１００５において、ソフトタイマーまたはハードタイマーのうちの
１つなどの第１のタイマーが満了しようとしている可能性があることを識別することによ
って開始する。これは、様々なアプリケーションのタイマーをポーリングする中央システ
ムによって達成され得る。代替的に、各アプリケーションは、それ自体のタイマーを個々
に監視し、タイマーの満了時に通知を与え得る。
【００７８】
　満了時間が識別されると、ブロック１０１０において、同じく満了し得る追加のタイマ
ーが識別されるかどうかに関する判断を行う。たとえば、第１のタイマーの満了時間がソ
フトタイマーの許容差内に入るかどうかに関する判断が行われ得る。許容差が満了時間内
に入るすべてのソフトタイマーに対して、ブロック１０１５において、追加のタイマーを
早期に満了させ得る。ブロック１０２０において、満了タイマーに関連するアプリケーシ
ョンのためのデータが同期され得る。たとえば、接続を形成することによって、タイマー
が満了したアプリケーションにチャネルアクセスが与えられ得る。いくつかの実施形態で
は、次いで、タイマーが満了したアプリケーションの各々がそれらの必要な通信アクティ
ビティを完了するまで、接続は開いたままになり得る。タイマーが満了したときに通信要
求が行われるので、アプリケーションによる通信システムの共用の結果として、リソース
管理がより効率的になる。方法１０００は、ブロック１００５において、タイマーが満了
するのを再び待つことによって無期限に実行され得るか、または本方法は終了し得る。
【００７９】
　ブロック１００５において、意図された時間において最初に満了した１つまたは複数の
タイマーは、いくつかの実施形態では、「マスタタイマー」と呼ばれ得るか、または互換
的に「トリガイベント」と呼ばれ得る。すなわち、これらのタイマーは、他のタイマー（
「ソフトタイマー」）がそれらのそれぞれの許容差に基づいていつ満了し得るかを規定す
る。したがって、ソフトタイマーまたはハードタイマーは、マスタタイマーとして働き得
る。しかしながら、（ソフトタイマーのみが許容差を所有するので）ソフトタイマーのみ
がマスタタイマーによって影響を及ぼされ得る。
【００８０】
　図１１に、３つのアプリケーション（Ａｐｐ１、Ａｐｐ２、およびＡｐｐ３）の各々の
１つの可能な一連の接続要求を示す。これらのアプリケーションは、図１、図２、図３、
または図４のモバイルデバイス１０５などのモバイルデバイス上で実行され得る。特に、
図１１は、様々なアプリケーションからの通信要求に基づいて接続を形成するための技法
を表す。この例では、接続要求は協調されない。したがって、各アプリケーションは、他
のアプリケーションからの非協調間隔において接続を要求する。協調のこの欠如は、アプ
リケーションが接続を共有する機会を無視するので、モバイルデバイスのリソースの使用
が非効率的になる。タイマー満了は、各時点における縦の矢印によって表され、結果とし
て生じる要求期間は矩形によって示される。各接続期間は、３０秒間の幅をもつ要求期間
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矩形中のウィンドウによって表される（これは、かなり恣意的な持続時間として認識され
、はるかに短いかまたは長い持続時間が各接続について発生し得る）。この幅は説明のた
めのものにすぎず、実際のデバイスでは任意の幅が存在し得る。図１１の数値範囲ならび
に後続の図は、説明のために選択されたものにすぎない。これら図は、必ずしも、いずれ
かのシステムまたは実施形態の実際の実装を表すものとして解釈すべきではない。
【００８１】
　図１１では、Ａｐｐ１は、５分ごとに通信要求を開始し得る（時間１、６、１１、１６
などにおける接続）。同様に、Ａｐｐ２は、５分ごとに、ただしＡｐｐ１から１分だけオ
フセットされて接続要求を開始し得る。すなわち、Ａｐｐ２の要求は、Ａｐｐ１の要求と
同じ期間を共有するが、同じ位相は共有しない。最後に、Ａｐｐ３は、１０分ごとに接続
を実行し得、同様にＡｐｐ１から４分だけずれている。Ａｐｐ１、Ａｐｐ２、およびＡｐ
ｐ３の非同期接続要求は、接続が常に起動および停止されるので、バッテリー電力および
通信帯域幅の使用が非効率的になる。この例では、通信システムとの（モバイルデバイス
の通信要素の再アクティブ化を必要とする）１４個の別個の接続が、時間６と時間３２と
の間に行われる。
【００８２】
　本実施形態のうちのいくつかは、より効率的な接続パターンが生じるように接続要求を
協調させ得るシステムを提供することを企図する。たとえば、モバイルデバイス１０５が
、１つのアプリケーションのためにネットワークとの接続をすでに有する場合、モバイル
デバイス１０５は、その接続をティアダウンすること(tearing down)、および別の接続を
形成することなしに、別のアプリケーションのために同じ接続を使用し得る。したがって
、アプリケーションが接続を共有するようにアプリケーション接続要求間のタイミングを
協調させることは、形成される必要がある接続の数を低減し得る。これらの実施形態のい
くつかは、アプリケーション開発者が、モバイルデバイス１０５上で動作するプラットフ
ォームのためのアプリケーションを実装するときに使用し得るプログラミングモジュール
を含み得る。これらの実施形態のいくつかでは、モバイルデバイス１０５は、スケジュー
リングについての情報をネットワークに送信し得る。多くの実施形態では、モバイルデバ
イス１０５上で実行しているアプリケーションは、「タイマー」、すなわち、特定の「満
了時間」がいつ発生したかを判断するように構成されたソフトウェア、ファームウェア、
またはハードウェアモジュールを含み得る。タイマーは、図２または図３の接続性エンジ
ン２２５によって実行され得る。タイマーは、接続性エンジン２２５の一部として実装さ
れ得る。これらのタイマーは、アプリケーションがその間に接続を必要とし得る時間また
は時間間隔を示す。ネットワークからの周期的更新を必要とする（または、ネットワーク
に情報を周期的に送信する）アプリケーションは、それらが接続をいつ要求すべきかを判
断するために、これらのタイマーに依拠し得る。アプリケーションはまた、データを非周
期的に必要とし得、タイマーによって定義されたある時間内にデータを要求し得る。いく
つかのアプリケーションは、それらがどのくらいの頻度で接続を必要とするかにおいてフ
レキシブルであり得る。本実施形態のいくつかは、各アプリケーションに関連するフレキ
シビリティまたはその欠如に適応するために、異なるタイプまたは構成のタイマーを企図
する。以下の説明では、説明しやすいように、「タイマー」を有するものとしてアプリケ
ーションに言及するが、当業者は、アプリケーションが、１つまたは複数のタイマーにそ
れら自体で個々に関連し得る多くのコンポーネントを備えることを認識されよう。
【００８３】
　図１２は、図１１からのアプリケーションのためのタイミング図を表すが、ここで、ア
プリケーションは、図１０の方法などのプロセスに関連してソフトタイマーまたはハード
タイマーのいずれかを採用する。上記で説明したように、アプリケーションは、図１、図
２、図３、または図４のモバイルデバイス１０５などのモバイルデバイス上で実行し得る
。さらに、図２または図３の接続性エンジン２２５が、スケジューリングを協調させるた
めにプロセス１０００を実装し得る。図１２の例では、アプリケーション（Ａｐｐ１、Ａ
ｐｐ２、およびＡｐｐ３）の各々は、２分間の許容差をもつソフトタイマーを含む。プロ
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セス１０００などのプロセスがない場合に、図１１で発生したであろうタイマー満了が、
破線の矢印によって示されている。実線の矢印は、プロセス１０００などのプロセスの管
理の下で発生するタイマー満了を表す。いくつかの実施形態では、プロセス１０００は、
各時間間隔（すなわち、分１、２、３など）において実行され得る。
【００８４】
　たとえば、時間７において、Ａｐｐ２のソフトタイマーは、通常満了したであろう。し
かしながら、Ａｐｐ１のタイマーが、Ａｐｐ２のソフトタイマーの２分間の許容差内にあ
る時間６において満了したので、Ａｐｐ２のソフトタイマーは、時間６において早期に満
了した。同様に、時間１４におけるＡｐｐ３のクロックの満了は、Ａｐｐ１とＡｐｐ２の
両方のためのクロックの２分間の許容差内に入る。時間１９までに、Ａｐｐ１、Ａｐｐ２
、およびＡｐｐ３のためのクロックの各々は、等しいかまたは互いの高調波(harmonics)
である期間（それぞれ５分、５分、および１０分）を有するので、クロックは正確に同相
になり（通信要求は、その後、時間１９、２４、および２９において行われ、マスタクロ
ックは、他のアプリケーションに対する影響を有しない）、通信リソースをはるかに効率
的に利用することになる。概して、タイマーが等しい期間を共有する場合、またはそれら
の期間が互いの高調波（すなわち、倍数）である場合、それらは、他の「マスタ」タイマ
ーの満了からの干渉を除外して、永続的に互いに同相のままであり得る（もちろん、同期
はまた、アプリケーションのタイマーのいずれかの周期が変化した場合、中断され得る）
。したがって、この例は、プロセスが適用されないときのタイミング図１１と比較して、
分６と分３３との間に、１４個の接続要求ではなく、６つの接続要求が行われることを示
す。
【００８５】
　別の例として、図１３に、アプリケーション（Ａｐｐ１、Ａｐｐ２、およびＡｐｐ３）
が同じ期間を所有しない（それぞれ、８分、５分、および１０分）、別の状況を示す。図
１１のタイミング図の場合のように、図１３の接続要求は、大部分のアプリケーションに
よって採用される従来の非協調技法を反映する。協調のこの欠如により、モバイルデバイ
スのリソースの使用が非効率的になり、分７と分３４との間にモバイルデバイスの通信リ
ソースを１２回再アクティブ化することになる。
【００８６】
　図１３のアプリケーションは、図１３のＡｐｐ１が時間敏感であるという点で図１１と
は異なる。本実施形態のいくつかの利益を採用することを望む開発者またはシステム設計
者は、図１３のＡｐｐ１のために許容差をほとんどまたはまったく有しないタイマーを生
成する可能性がある。したがって、ハードタイマーがＡｐｐ１のために使用され得る。図
１３のＡｐｐ２およびＡｐｐ３は、対照的に時間敏感でなく、したがって、ソフトタイマ
ーによって適応され得る。図１３では、Ａｐｐ２およびＡｐｐ３は、それぞれ、２分間の
許容差をもつソフトタイマーを与えられる。
【００８７】
　図１４に、プロセス１０００などのプロセスを、今回は、図１３のアプリケーションに
適用することの効果を示す。図１４のＡｐｐ１のタイマーは、ハードタイマーであるので
、タイミング図１３の図１３のＡｐｐ１と同じままである。しかしながら、図１４のＡｐ
ｐ３は、Ａｐｐ２の満了が、Ａｐｐ３の意図された満了時間の２分以内であるので、時間
１２においてＡｐｐ２のタイマーの満了に基づいて早期に満了する。その後、Ａｐｐ２は
、時間２５においてＡｐｐ１と同期され、Ａｐｐ３は、時間３０においてＡｐｐ２と同期
される。上記で説明したように、アプリケーションは、図１、図２、図３、または図４の
モバイルデバイス１０５上で実行し得る。さらに、モバイルデバイス１０５は、スケジュ
ーリングを協調させるためにプロセス１０００を実装し得る。この例は、あるクロックの
前の同期（Ａｐｐ１に基づく時間２５におけるＡｐｐ２）が、別のクロックの後続の同期
（Ａｐｐ２に基づく時間３０におけるＡｐｐ３）にどのように影響を及ぼし得るかを示す
。アプリケーションクロックの期間は等しくないかまたは高調波でないので、クロックは
、永久に正確に同期され得ない。それでも、この例は、プロセス１０００などのプロセス
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が適用されないときの図１３のタイミング図と比較して、分６と分３３との間に、１２個
の接続要求ではなく、８つの接続要求が行われることを示す。
【００８８】
　マスタクロックは、それらが関連付けられるアプリケーションに基づいて優先順位を付
けられ得る。すなわち、多くの帯域幅またはバッテリー電力を消費するアプリケーション
は、より少ない帯域幅またはバッテリー電力を消費するアプリケーションよりも、リソー
スを共有するためには好適でないことがある。したがって、いくつかの実施形態では、モ
バイルデバイス１０５は、プロセス１０００が、適切な範囲内の許容差を有するソフトタ
イマーを早期に満了する前に、満了した「マスタ」タイマーの挙動および／または対応す
る優先順位を考慮するように調整され得る。一例として、プロセスは、許容差がタイマー
の早期の満了を可能にするアプリケーションの帯域幅要件と比較して、タイマー（すなわ
ちマスタタイマー）がブロック１００５において満了したアプリケーションの各々のため
の帯域幅要件をさらに考慮し得る。マスタタイマーをもつアプリケーションの累積帯域幅
要件が、他のアプリケーションとのチャネルの共用に対して緩和する場合、モバイルデバ
イス１０５は適切なアクションをとり得る。たとえば、動作を実行することを可能にされ
た、マスタタイマーをもつアプリケーションにおいて、接続要求が行われ得る。次いで、
ソフトタイマーは、マスタタイマーアプリケーションが過大な帯域幅をもはや消費しなく
なると、アプリケーションが既存の接続を利用するように、（ソフトタイマーの許容差に
よって許可される場合、それらの意図された満了時間の後に可能な）適切な時間に満了さ
せられ得る。代替的に、ソフトタイマーの満了は、より少ない帯域幅を採用する新しい接
続要求が行われるまで、またはソフトタイマーの許容差の終了まで遅延され得る。
【００８９】
　図１１および図１３を参照しながら説明したような、上記で説明した実施形態のいくつ
かでは、タイマー満了は、通信ウィンドウの立上りエッジにおいて発生することが示され
る。いくつかの実施形態は、代わりに、データ接続の「立下りエッジ」において、すなわ
ち、ノードとの通信が休眠状態に入ろうとしているときに分析を実行することを企図する
。接続を開くことと閉じることの両方にコストがかかるので、モバイルデバイス１０５は
、いずれかのアプリケーションが接続をオープンしようとしているかどうかと、現在の接
続が閉じられると新しい要求を開始するのではなく、既存の接続を代わりに利用すること
ができるかどうかとを確かめるために、接続を閉じる前にプロセス１０００と同様のプロ
セスを実行し得る。
【００９０】
　本明細書で開示する技法および構造を採用して、モバイルデバイスは、アプリケーショ
ンからのシステムコールをキャプチャし、それらがオペレーティングシステムに到着する
ことを保留するためのアプリケーションプログラムインターフェース（ＡＰＩ）を与える
、（説明のためにラッパーと呼ぶ）ソフトウェアレイヤを採用し得る。キャプチャされた
コールはアグリゲートされ得るので、ユーザがモバイルデバイスをアクティブに使用して
いない期間中に、モバイルデバイスの頻繁な起動が低減され得、他の通信リソースが温存
され得る。
【００９１】
　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得ることを、
当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【００９２】
　さらに、本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハ
ードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネ
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ント、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの
機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェア
として実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存す
る。当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのよう
な実装の決定は、本発明の例示的な実施形態の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべき
ではない。
【００９３】
　本明細書で開示した実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他
のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウ
ェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれ
らの任意の組合せを用いて実装または実行し得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティン
グデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任
意の他のそのような構成として実装され得る。
【００９４】
　本明細書で開示する実施形態に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、
直接ハードウェアで実施され得るか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュ
ールで実施され得るか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュー
ルは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）、電気的プログラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯ
Ｍ（ＥＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ
、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な
記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化
され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末
中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要
素として常駐し得る。
【００９５】
　１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして非一時的コンピュータ可読
媒体上に記憶され得るか、あるいは非一時的コンピュータ可読媒体を介して送信され得る
。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含
む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得
る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまた
は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得
る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体
と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、
ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースか
ら送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（di
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sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブ
ルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁
気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合
せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００９６】
　開示した例示的な実施形態の前述の説明は、当業者が本発明を実施または使用すること
ができるように与えたものである。これらの例示的な実施形態への様々な修正は当業者に
は容易に明らかであり、本明細書で定義した一般原理は、本発明の趣旨または範囲から逸
脱することなく他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は、本明細書で示した
例示的な実施形態に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴
に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］モバイルデバイスにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするこ
とであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための要求である、
インターセプトすることと、
　前記モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステムの伝送制御プロトコ
ル／インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）スタックに前記要求が到着することを保
留することと、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記要求
をリリースすることと、
を備える、方法。
［２］前記保留することは、前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある期間
中に行われる、［１］に記載の方法。
［３］前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプト
された要求とアグリゲートすること
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［４］前記アプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、前記他の
要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、［３］に記載の方法。
［５］ラッパーのための命令を実行することであって、前記実行されたラッパーが、前記
第１のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることを行う、実行する
こと
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［６］前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレー
ティングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、［５］に記載の方法。
［７］前記第１のアプリケーションを、要求が保留される種類のアプリケーションとして
識別すること
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［８］アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケ
ーションとして識別することと、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを保留することと、
をさらに備える、［７］に記載の方法。
［９］前記トリガリングイベントは、タイマーの満了、ディスプレイのステータス変更、
マイクロフォンのステータス変更、スピーカーのステータス変更、前記モバイルデバイス
の全地球測位システム（ＧＰＳ）センサーのステータス変更、ユニバーサルシリアルバス
ポートが使用中であるという指示、前記モバイルデバイスにオーディオ機器が接続されて
いるという指示、前記モバイルデバイスにビデオ機器が接続されているという指示、Ｗｉ
－Ｆｉタイプのネットワークへの接続が利用可能であるという指示、またはセルラータイ
プのネットワークへの無線接続が開いているという指示のうちの少なくとも１つを備える
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、［１］に記載の方法。
［１０］前記第１のアプリケーションの遅延許容差を判断することと、
　前記判断された遅延許容差に基づいて前記第１のアプリケーションにコールバック関数
を与えることであって、前記コールバック関数が、通信リソースに接続するように前記第
１のアプリケーションに命令する、与えることと、
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［１１］前記第１のアプリケーションに関連する第１のタイマーの満了時間を判断するこ
とと、
　第２のアプリケーションに関連する許容差と第２のタイマーの満了時間とを判断するこ
とと、
　前記第１のタイマーの前記満了時間と、前記許容差と、前記第２のタイマーの前記満了
時間とに基づいて、前記第２のタイマーを満了させることと、
　前記モバイルデバイスのための通信を行うための前記第１のアプリケーションからの前
記要求と前記第２のアプリケーションからのインターセプトされた要求とをリリースする
ことと、
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［１２］前記アプリケーションからデッドラインを受信することと、
　前記デッドラインの前まで前記要求を保留することと、
　前記デッドラインより前に前記通信リソースに接続するための前記要求をリリースする
ことと、
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［１３］前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信チャネルを確立するためのシス
テムコールを備える、［１］に記載の方法。
［１４］前記トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムのソケ
ットレイヤに対して前記要求をリリースすること
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［１５］前記要求を前記リリースすることがどのくらいの頻度で行われるかに関係する間
隔についての指示を受信すること
をさらに備える、［１］に記載の方法。
［１６］前記間隔が、ネットワーク中のステートフルインターネットプロトコル（ＩＰ）
ミドルボックスにおけるタイムアウト値よりも小さい、［１５］に記載の方法。
［１７］ワイヤレス通信のために構成されたモバイルデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリであって、オペレーティングシステムを備え
る、メモリと
を備え、
　前記プロセッサが接続性エンジンを備え、前記エンジンが、
　前記モバイルデバイス上の第１のアプリケーションからの要求をインターセプトするこ
とであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための要求である、
インターセプトすることと、
　前記モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタ
ックに前記要求が到着することを保留することと、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記要求
をリリースすることと、
を行うための命令を実行するように構成された、モバイルデバイス。
［１８］前記保留することは、前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある期
間中に行われる、［１７］に記載のモバイルデバイス。
［１９］前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプ
トされた要求とアグリゲートすること
をさらに備える、［１７］に記載のモバイルデバイス。
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［２０］前記第１のアプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、
前記他の要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、［１９］に記
載のモバイルデバイス。
［２１］前記メモリがラッパーをさらに備え、前記接続性エンジンが、前記ラッパーに対
して命令を実行するようにさらに構成され、前記命令が実行されたとき、前記ラッパーが
、前記アプリケーションからの前記要求をインターセプトするように構成された、［１７
］に記載のモバイルデバイス。
［２２］前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレ
ーティングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、［２１］に記載のモバイルデバ
イス。
［２３］前記接続性エンジンは、
　前記第１のアプリケーションを、要求が保留される種類のアプリケーションとして識別
すること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［２４］前記接続性エンジンが、
　アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリケーシ
ョンとして識別することと、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを保留することと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［２３］に記載のモバイルデバイ
ス。
［２５］前記トリガリングイベントは、タイマーの満了、ディスプレイのステータス変更
、マイクロフォンのステータス変更、スピーカーのステータス変更、前記モバイルデバイ
スの全地球測位システム（ＧＰＳ）センサーのステータス変更、ユニバーサルシリアルバ
スポートが使用中であるという指示、前記モバイルデバイスにオーディオ機器が接続され
ているという指示、前記モバイルデバイスにビデオ機器が接続されているという指示、Ｗ
ｉ－Ｆｉタイプのネットワークへの接続が利用可能であるという指示、またはセルラータ
イプのネットワークへの無線接続が開いているという指示のうちの少なくとも１つを備え
る、［１７］に記載のモバイルデバイス。
［２６］前記接続性エンジンは、
　前記第１のアプリケーションの遅延許容差を判断することと、
　前記判断された遅延許容差に基づいて前記第１のアプリケーションにコールバック関数
を与えることであって、前記コールバック関数が、前記通信リソースに接続するように前
記第１のアプリケーションに命令する、与えることと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［２７］前記接続性エンジンが、
　前記第１のアプリケーションに関連する第１のタイマーの満了時間を判断することと、
　第２のアプリケーションに関連する許容差と第２のタイマーの満了時間とを判断するこ
とと、
　前記第１のタイマーの前記満了時間と、前記許容差と、前記第２のタイマーの前記満了
時間とに基づいて、前記第２のタイマーを満了させることと、
　前記モバイルデバイスのための通信を行うための前記第１のアプリケーションからの前
記要求と前記第２のアプリケーションからのインターセプトされた要求とをリリースする
ことと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［２８］前記接続性エンジンが、
　前記アプリケーションからデッドラインを受信することと、
　前記デッドラインの前まで前記要求を保留することと、
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　前記デッドラインより前に前記通信リソースに接続するための前記要求をリリースする
ことと、
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［２９］前記要求が、通信チャネルを確立するためのシステムコールを備える、［１７］
に記載のモバイルデバイス。
［３０］前記接続性エンジンが、
　前記トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムのソケットレ
イヤに対して前記要求をリリースすること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［３１］前記接続性エンジンは、
　前記要求を前記リリースすることがどのくらいの頻度で行われるかに関係する間隔につ
いての指示を受信すること
を行うための命令を実行するようにさらに構成された、［１７］に記載のモバイルデバイ
ス。
［３２］前記間隔が、ネットワーク中のステートフルインターネットプロトコル（ＩＰ）
ボックスにおけるタイムアウト値よりも小さい、［３１］に記載のモバイルデバイス。
［３３］モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管
理するように構成された装置であって、
　前記モバイルデバイス上のアプリケーションからの要求をインターセプトするための手
段であって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための要求である、
インターセプトするための手段と、
　前記モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタ
ックに前記要求が到着することを保留するための手段と、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記要求
をリリースするための手段と、
を備える、装置。
［３４］前記保留することは、前記モバイルデバイスがバックグラウンドモードにある期
間中に行われる、［３３］に記載の装置。
［３５］前記要求を、前記モバイルデバイスのための通信を行うための他のインターセプ
トされた要求とアグリゲートするための手段
をさらに備える、［３３］に記載の装置。
［３６］前記アプリケーションからの前記要求を前記インターセプトすることと、前記他
の要求を前記インターセプトすることとが、異なる時間に行われる、［３３］に記載の装
置。
［３７］ラッパーを実行するための手段であって、前記実行されたラッパーが、前記第１
のアプリケーションからの前記要求をインターセプトするように構成された、実行するた
めの手段
をさらに備える、［３３］に記載の装置。
［３８］前記ラッパーが、前記モバイルデバイスのアプリケーションレイヤと前記オペレ
ーティングシステムのソケットレイヤとの間に位置する、［３７］に記載の装置。
［３９］前記アプリケーションを、要求が保留される種類のアプリケーションとして識別
するための手段
をさらに備える、［３３］に記載の装置。
［４０］アプリケーションをクリティカルアプリケーションまたは非クリティカルアプリ
ケーションとして識別するための手段と、
　非クリティカルアプリケーションからの要求のみを保留するための手段と、
をさらに備える、［３９］に記載の装置。
［４１］モバイルデバイス上のアプリケーションからのネットワークアクセスの要求を管



(31) JP 5784816 B2 2015.9.24

10

理するように構成されたコンピュータプログラム製品であって、前記製品が非一時的コン
ピュータ可読媒体を備え、前記媒体が、
　前記モバイルデバイス上のアプリケーションからの要求をインターセプトするためのコ
ードであって、前記要求が、前記モバイルデバイスのための通信を行うための要求である
、インターセプトするためのコードと、
　前記モバイルデバイス上で実行しているオペレーティングシステムのＴＣＰ／ＩＰスタ
ックに前記要求が到着することを保留するためのコードと、
　トリガリングイベントを検出すると、前記オペレーティングシステムに対して前記要求
をリリースするためのコードと、
を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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